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一
、
戰
國
文
字
研
究
と
戰
國
竹
簡
の
出
土

戰
國
竹
簡
の
大
量
出
土
に
よ
り
、
近
年
、
戰
國
文
字
研
究
は
急
速
な
進
展
を
遂

げ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
狀
況
を
踏
ま
え
、
楚
墓
出
土
竹
簡
を
中
心
に
郭

店
楚
簡
出
土
以
降
の
戰
國
竹
簡
文
字
に
關
す
る
研
究
の
槪
略
を
述
べ
て
み
た
い
。

戰
國
文
字
研
究
は
、
古
文
字
學
に
お
け
る
一
領
域
に
屬
し（

1
）、
秦
の
文
字
統
一

に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
戰
國
期
の
六
國
文
字
（
古
文
）
の
實
態
解
明
を
そ
の
主
要
な

テ
ー
マ
と
す
る
。
現
在
、
廣
く
行
な
わ
れ
て
い
る
戰
國
文
字
の
地
域
區
分
は
以
下

の
五
系
で
あ
り（

2
）、
本
稿
も
こ
れ
に
從
う
。

齊
系
（
齊
・
魯
等
山
東
諸
國
）

燕
系
（
燕
國
）

晉
系
（
三
晉
・
周
・
中
山
等
中
原
諸
國
）

楚
系
（
楚
・
曾
・
呉
・
越
等
南
方
諸
國
）

秦
系
（
秦
國
）

古
文
字
學
は
、
同
時
代
の
第
一
次
資
料
を
主
た
る
檢
討
の
對
象
と
し
、
戰
國
文

字
研
究
は
、
從
來
、
戰
國
期
の
金
文
・
璽
印
・
陶
文
・
貨
幣
文
な
ど
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
新
た
に
竹
簡
が
加
わ
り
、
そ

の
後
の
相
次
ぐ
出
土
に
よ
っ
て
、
戰
國
文
字
研
究
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
に

至
っ
た
。
中
華
人
民
共
和
國
建
國
後
か
ら
現
在
ま
で
に
出
土
し
た
戰
國
簡
は
、
楚

（
曾
を
含
む
）
の
領
域
か
ら
出
土
し
た
楚
簡
（
以
下
、
楚
簡
の
語
は
こ
の
定
義
に

從
う
）
と
秦
の
領
域
か
ら
出
土
し
た
秦
簡
と
に
二
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
主
な

楚
簡
を
出
土
（
收
藏
）
年
順
に
列
記
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る（

3
）（
資
料
名
／

出
土
年
／
出
土
地
／
文
獻
性
質
／
墓
葬
年
代
／
報
告
書
等
の
順
に
記
載
）。

①
五
里
牌
楚
簡
／
一
九
五
一
年
出
土
／
湖
南
省
・
長
沙
五
里
牌
四
〇
六
號
楚
墓

／
遣
策
／
戰
國
後
期
／
中
國
科
學
院
考
古
研
究
所
『
長
沙
發
掘
報
告
』（
科

學
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）

②
仰
天
湖
楚
簡
／
一
九
五
三
年
出
土
／
湖
南
省
・
長
沙
仰
天
湖
二
十
五
號
楚
墓

／
遣
策
／
戰
國
中
期
頃
／
史
樹
靑
『
長
沙
仰
天
湖
出
土
楚
簡
研
究
』（
羣
聯

出
版
社
、
一
九
五
五
年
）・
湖
南
省
博
物
館 

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所 

長
沙

市
博
物
館 

長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
『
長
沙
楚
墓
』
上
・
下
（
文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
）

③
楊
家
灣
楚
簡
／
一
九
五
四
年
出
土
／
湖
南
省
・
長
沙
楊
家
灣
六
號
楚
墓
／
性

質
待
考
／
戰
國
後
期
／
湖
南
省
博
物
館 

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所 

長
沙
市

博
物
館 
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
『
長
沙
楚
墓
』
上
・
下
（
文
物
出
版
社
、

戰
國
竹
簡
入
門戰

國
竹
簡
文
字
研
究
略
説

福　
　

田　
　

哲　
　

之



戰
國
竹
簡
文
字
研
究
略
説

一
七
八

二
〇
〇
〇
年
）

④
信
陽
楚
簡
／
一
九
五
七
年
出
土
／
河
南
省
・
信
陽
長
臺
關
一
號
楚
墓
／
遣
策
・

書
籍
類
／
戰
國
中
期
／
河
南
省
文
物
研
究
所
『
信
陽
楚
墓
』（
文
物
出
版
社
、

一
九
八
六
年
）

⑤
望
山
楚
簡
／
一
九
六
五
年
出
土
／
湖
北
省
・
江
陵
望
山
一
號
・
二
號
楚
墓
／

禱
辭
・
遣
策
／
戰
國
中
期
後
半
／
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
『
江
陵
望
山
沙

塚
楚
墓
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）

⑥
曾
侯
乙
墓
竹
簡
／
一
九
七
八
年
出
土
／
湖
北
省
・
隨
州
擂
鼓
墩
一
號
（
曾
侯

乙
）
墓
／
遣
策
／
戰
國
前
期
（
前
四
三
三
）
／
湖
北
省
博
物
館
『
曾
侯
乙
墓
』

上
・
下
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）

⑦
九
店
楚
簡
／
一
九
八
一
年
出
土
／
湖
北
省
・
江
陵
九
店
五
十
六
號
楚
墓
／
日

書
／
戰
國
中
期
後
半
／
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
『
江
陵
九
店
東
周
墓
』（
科

學
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）

⑧
包
山
楚
簡
／
一
九
八
七
年
／
湖
北
省
・
荊
門
包
山
二
號
楚
墓
／
記
事
・
禱
辭
・

遣
策
／
戰
國
中
期
末
（
前
三
一
六
）
／
湖
北
省
荊
沙
鐵
路
考
古
隊
『
包
山
楚

簡
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）・
湖
北
省
荊
沙
鐵
路
考
古
隊
『
包
山
楚

墓
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）

⑨
郭
店
楚
簡
／
一
九
九
三
年
出
土
／
湖
北
省
・
荊
門
郭
店
一
號
楚
墓
／
書
籍
類

／
戰
國
中
期
後
半
／
荆
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』（
文
物
出
版
社
、

一
九
九
八
年
）

⑩
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
簡
／
一
九
九
四
年
收
藏
／
出
土
地
不
明（
湖
北
省
？
）

／
書
籍
類
／
戰
國
中
期
後
半
（
炭
素
測
定 

前
三
〇
八
±
六
五
）
／
馬
承
源

主
編
『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
一
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
）
〜
『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
九
）』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
一
二
年
）
ま
で
刊
行

⑪
新
蔡
葛
陵
楚
簡
／
一
九
九
四
年
出
土
／
河
南
省
・
新
蔡
葛
陵
楚
墓
／
禱
辭
・

遣
策
／
戰
國
中
期
（
前
三
四
〇
頃
）
／
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
『
新
蔡
葛

陵
楚
墓
』（
大
象
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

⑫
清
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
／
二
〇
〇
八
年
收
藏
／
出
土
地
不
明
／
書
籍
類
／
戰

國
中
期
後
半
（
炭
素
測
定 

前
三
〇
五
±
三
〇
）
／
清
華
大
學
出
土
文
獻
研

究
與
保
護
中
心
編 

李
學
勤
主
編
『
清
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）』（
中
西

書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
〜
『
清
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
陸
）』（
中
西
書
局
、

二
〇
一
六
年
）
ま
で
刊
行

五
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
に
か
け
て
出
土
し
た
楚
簡
は
、
數
量
も
限
ら
れ
保
存

狀
態
も
よ
く
な
か
っ
た
た
め
、
釋
讀
は
困
難
を
き
わ
め
た
が
、
そ
の
後
、
一
九
七
八

年
出
土
の
⑥
曾
侯
乙
墓
竹
簡
や
一
九
八
七
年
出
土
の
⑧
包
山
楚
簡
な
ど
に
よ
っ
て

數
量
・
保
存
狀
態
の
兩
面
で
資
料
が
充
實
し
、
楚
文
字
に
關
す
る
知
見
も
增
加
し

て
い
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九
三
年
出
土
の
⑨
郭
店
楚
簡
に
よ
り
、
戰
國
文
字
研
究

は
新
た
な
段
階
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

郭
店
楚
簡
（
以
下
、
郭
店
簡
と
略
記
）
は
、
墓
葬
年
代
と
の
關
連
か
ら
戰
國
中

期
後
半
以
前
の
書
寫
と
推
定
さ
れ
、
簡
長
・
字
體
・
内
容
な
ど
か
ら
、
十
六
種
の

文
獻
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
『
老
子
』（
甲
・
乙
・
丙
）
と
『
太
一
生
水
』

は
道
家
、
そ
の
他
の
『
緇
衣
』『
魯
穆
公
問
子
思
』『
窮
達
以
時
』『
五
行
』『
唐
虞

之
道
』『
忠
信
之
道
』『
成
之
聞
之
』『
尊
德
義
』『
性
自
命
出
』『
六
德
』『
語
叢
一
』

『
語
叢
二
』『
語
叢
三
』
は
儒
家
を
中
心
と
す
る
著
作
、『
語
叢
四
』
は
遊
説
家
に

か
か
わ
る
著
作
と
見
な
さ
れ
、『
老
子
』
と
『
緇
衣
』
以
外
は
す
で
に
散
佚
し
た
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佚
書
で
あ
っ
た（

4
）。
郭
店
簡
の
戰
國
文
字
研
究
上
の
意
義
と
し
て
、
と
く
に
以
下

の
二
點
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
一
は
、
思
想
文
獻
を
中
心
と
す
る
書
籍
類
か
ら
な
り
、
そ
れ
ま
で
に
知
ら
れ

な
か
っ
た
多
樣
な
語
彙
や
用
例
が
得
ら
れ
た
點
で
あ
る
。
金
文
や
璽
印
な
ど
は
、

青
銅
器
銘
文
や
印
章
と
い
っ
た
特
別
な
用
途
の
文
字
資
料
で
あ
り
、
多
く
が
形
式

的
な
内
容
で
語
彙
も
限
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
郭
店
以
前
に
出
土
し
た
楚
簡
も
④
信

陽
楚
簡
の
一
部
を
除
い
て
、
す
べ
て
公
的
・
實
用
的
な
文
書
類
で
あ
り
、
多
種
多

樣
な
内
容
を
も
つ
書
籍
類
に
比
べ
れ
ば
、
や
は
り
一
定
範
囲
の
語
彙
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
。
例
え
ば
次
章
で
取
り
上
げ
る
「
わ
れ
」
を
意
味
す
る
第
一
人
稱
は
、
郭

店
以
前
の
文
書
類
の
楚
簡
に
は
一
例
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な

文
書
類
に
第
一
人
稱
は
登
場
し
に
く
い
と
い
う
事
情
を
勘
案
す
れ
ば
、
書
籍
類
に

お
け
る
語
彙
の
多
樣
さ
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

第
二
は
、
郭
店
簡
の
中
に
『
老
子
』
や
『
緇
衣
』
の
よ
う
な
傳
世
文
獻
に
對
應

す
る
書
籍
が
含
ま
れ
て
お
り
、
相
互
の
比
較
に
よ
る
楚
文
字
と
現
行
文
字
と
の
對

照
（
對
讀
）
が
可
能
と
な
っ
た
點
で
あ
る
。
李
零
氏
が
そ
の
本
質
を
「
楚
書
秦
讀
」

と
稱
す
る
よ
う
に（

5
）、
楚
文
字
を
釋
讀
す
る
と
い
う
行
爲
は
、
楚
文
字
で
書
か
れ

た
テ
キ
ス
ト
を
現
行
の
漢
字
の
も
と
に
な
っ
た
秦
の
方
式
に
從
っ
て
讀
む
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
傳
世
文
獻
と
の
對
讀
が
可
能
な
郭
店
『
老
子
』

や
郭
店
『
緇
衣
』
は
、
ま
さ
に
願
っ
て
も
無
い
好
條
件
を
そ
な
え
た
資
料
と
い
え

る
の
で
あ
る
。
ま
た
古
佚
文
獻
で
あ
る
馬
王
堆
帛
書
『
五
行
篇
』
も
秦
の
文
字
を

繼
承
し
た
漢
代
の
隸
書
で
書
寫
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
い
う
點
で
、
郭
店
『
五
行
』

と
の
間
に
同
樣
の
關
係
が
成
り
立
つ
。
さ
ら
に
楚
簡
中
の
文
章
の
一
部
が
傳
世
文

獻
と
合
致
す
る
よ
う
な
場
合
も
、
釋
讀
の
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
る（

6
）。

戰
國
竹
簡
の
大
量
出
土
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
限
定
さ
れ
た
範
囲
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
楚
文
字
の
釋
讀
は
急
速
に
進
展
し
、今
や
「
大
規
模
識
字
」
の
段
階
に
入
っ

た
と
さ
れ
る（

7
）。
そ
れ
に
伴
っ
て
戰
國
竹
簡
を
中
心
と
す
る
古
文
字
研
究
に
も
新

た
な
變
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
以
下
で
は
具
體
的
な
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
郭

店
以
後
の
戰
國
文
字
研
究
の
展
開
を
み
て
い
こ
う
。

二
、
古
文
字
分
析
の
轉
換

ま
ず
本
章
で
は
「
傴
」
字
の
釋
讀
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
郭
店
簡
に
よ
っ
て

釋
讀
が
確
定
し
た
代
表
的
な
例
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
先
行
書
に
お
い
て
も
言
及
さ

れ
て
い
る
が（

8
）、
こ
こ
で
は
金
文
や
璽
印
な
ど
他
の
古
文
字
資
料
と
の
關
連
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
郭
店
前
後
に
お
け
る
古
文
字
分
析
の
轉
換
と
い
う
觀
點
か
ら

釋
讀
の
過
程
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

は
じ
め
に
郭
店
以
前
の
事
例
と
し
て
、
李
家
浩
氏
の
研
究
を
み
て
い
く
。「
傴
」

字
に
つ
い
て
は
、
楚
簡
の
用
例
が
知
ら
れ
る
以
前
、
曾
姫
無

壺
銘
文（

9
）と
古
璽（
10
）

の
用
例
が
知
ら
れ
て
い
た
。
前
者
は
一
九
三
〇
年
代
に
安
徽
省
壽
縣
朱
家
集
楚
王

墓
か
ら
出
土
し
た
と
傳
え
ら
れ
る
青
銅
器
の
銘
文
で
あ
る
が
、
當
該
文
字
﹇
圖

1
﹈が
難
讀
箇
所
中
に
存
在
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
研
究
者
に
よ
り
解
釋
が
異
な
り
、

「
傴
」
と
隸
定
し
た
唐
蘭
氏（
11
）の
見
解
に
對
し
て
、「
望
」
と
讀
む
郭
沫
若
氏（
12
）の
説

が
廣
く
行
な
わ
れ
て
い
た（
13
）。
一
方
、古
璽
は
「
傴
丘
」
や
「
分
傴
」﹇
圖
2
﹈
な
ど
、

い
ず
れ
も
姓
字
（
複
姓
）
中
の
用
例
で
あ
り
、
音
義
に
關
す
る
十
分
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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﹇
圖
1
﹈　　
　
　
　
﹇
圖
2
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
う
し
た
な
か
で
「
傴
」
字
の
檢
討
を
促
す
一
つ
の
轉
機
と
な
っ
た
の
が
、

一
九
五
七
年
出
土
の
④
信
陽
楚
簡
で
あ
る
。
信
陽
楚
簡
は
、
あ
る
人
物
と
周
公
と

の
問
答
を
記
し
た
書
籍
（
第
一
組（
14
））、副
葬
品
の
名
稱
や
數
量
を
記
し
た
遣
策
（
第

二
組
）
の
二
組
の
竹
簡
か
ら
な
り
、「
傴
」
字
は
第
一
組
竹
簡
の
二
箇
所
（
簡

一
二
﹇
圖
3
﹈・
簡
一
四
）
に
み
ら
れ
た
。
こ
の
第
一
組
竹
簡
は
、
發
掘
調
査
に

よ
る
は
じ
め
て
の
書
籍
簡
の
出
土
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、
殘
念
な
こ
と
に
完
全

な
簡
が
一
簡
も
な
く
、
大
半
が
小
片
の
殘
簡
で
ほ
と
ん
ど
通
讀
し
難
い
狀
態
で

あ
っ
た
。
以
下
に
、
郭
店
以
前
に
發
表
さ
れ
た
劉
雨
氏
の
釋
文
に
よ
り
用
例
を
示

し
て
お
こ
う（
15
）。

﹇
圖
3
﹈
信
陽
楚
簡
（
第
一
組
）
簡
一
二

…
…
天
君
天
下
傴
𦖞
（
聞
）
周
公
…
…  

簡
一
二

…
…
傴
哉
、
不
智
也
、
夫
周
公
…
…  

簡
一
四

李
家
浩
氏
は
信
陽
楚
簡
お
よ
び
古
璽
の
用
例
か
ら
、
曾
姫
無

壺
銘
文
中
の
當

該
字
は
唐
蘭
氏
の
隸
定
「
傴
」
に
從
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
信
陽
楚
簡
の
用
例
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
分
析
を
加
え
た
。
ま
ず
問
答
相
手
の
發
言
中
に
出
て
く
る

「
傴
」
を
問
答
相
手
自
身
の
名
、
周
公
の
發
言
中
に
出
て
く
る
「
易
」（
簡
一
・
簡

七
・
簡
九
）を
問
答
相
手
の
字あ
ざ
なと
推
定
し
、名
と
字
と
の
意
義
上
の
連
繫
か
ら
、「
傴
」

は
、「
易
」
や
「
易
」
の
形
聲
字
と
字
義
上
の
共
通
性
を
も
つ
「
𡈼
」
を
聲
符
と

す
る
、
と
の
結
論
を
導
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
前
提
に
曾
姫
無

壺
の
「
傴
」

を
「
𡈼
」
と
字
音
の
關
係
が
密
接
な
「
鎭
」
の
義
と
し
た
の
で
あ
る（
16
）。

以
上
の
分
析
の
過
程
を
簡
略
に
圖
示
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

（
1
）
文
字
構
成
の
分
析　

 

…
…
「
虍
+
𡈼
」

　
　
　
　

←

（
2
）
聲
符
の
認
定　
　
　

 

…
…
「
𡈼
聲
」（
耕
部
）

　
　
　
　

←

（
3
）
現
行
文
字
へ
の
讀
み
換
え 

…
…
「
鎭
」

そ
れ
で
は
郭
店
簡
に
お
け
る
「
傴
」
字
の
分
析
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
郭
店
簡
に
は
「
傴
」
の
用
例
が
十
五
例
あ
り
、『
老
子
』
や
『
緇
衣
』

と
の
對
讀
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
う
ち
の
十
二
例
が
第
一
人
稱
の
「
吾
」
に
釋
讀

さ
れ
た（
17
）。
具
體
例
と
し
て
、
郭
店
『
老
子
』
乙 

簡
七
﹇
圖
4
﹈
と
馬
王
堆
帛
書

お
よ
び
現
行
本
（
王
弼
本
）
と
の
對
應
箇
所
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

﹇
圖
4
﹈
郭
店
『
老
子
』
乙 

簡
七
（
部
分
）

傴
所
以
又
（
有
）
大
患
者
、
爲
傴
又
（
有
）
身
。　

郭
店
乙 

簡
七



一
八
一

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

吾
所
以
有
大

（
患
）
者
、
爲
吾
有
身
也
。　
　
　

帛
書
甲
本113

―114

吾
所
以
有
大
患
者
、
爲
吾
有
身
也
。　
　
　
　
　
　

帛
書
乙
本228

上

吾
所
以
有
大
患
者
、
爲
吾
有
身
。　
　
　
　
　
　
　

王
弼
本
第
十
三
章

こ
う
し
て
「
傴
」
が
「
吾
」
に
釋
讀
さ
れ
る
こ
と
が
疑
問
の
餘
地
な
く
裏
付
け

ら
れ
、
楚
で
は
第
一
人
稱
に
「
傴
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
「
傴
」
の
聲
符
は
「
𡈼
」（
耕
部
）
で
は
な
く
、「
吾
」（
魚
部
）

と
音
の
近
い
「
虍
（
虎
）」（
魚
部
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
文
字
構

成
に
つ
い
て
も
、
從
來
考
え
ら
れ
て
き
た
「
虍
」
と
「
𡈼
」
と
の
組
み
合
わ
せ
で

は
な
く
、「
虎
」
に
判
別
の
符
號
と
し
て
二
畫
を
加
え
た
繁
文（
18
）、
ま
た
は
「
虎
」

と
音
の
近
い
「
土
」（
魚
部
）
と
の
合
成
字
と
見
な
さ
れ
て
い
る（
19
）。

同
樣
に
以
上
の
分
析
の
過
程
を
圖
示
し
て
み
よ
う
。

（
3
）
現
行
文
字
へ
の
讀
み
換
え 

…
…
「
吾
」

　
　
　
　

←

（
2
）
聲
符
の
認
定　
　

…
…
「
虍
（
虎
）
聲
」（
魚
部
）

　
　
　
　

←

（
1
）
文
字
構
成
の
分
析
…
…
「
虎
＋

＝

（
符
号
）」
ま
た
は
「
虎
＋
土
」

先
に
敢
え
て
李
家
浩
氏
の
見
解
を
紹
介
し
た
の
は
、
そ
の
當
否
を
問
題
に
す
る

た
め
で
は
な
く
、
郭
店
の
前
後
で
古
文
字
分
析
の
方
法
に
轉
換
が
生
じ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

郭
店
以
前
に
お
い
て
は
資
料
の
制
約
か
ら
大
量
の
未
釋
字
が
存
在
し
、
必
然
的

に
（
1
）
↓
（
2
）
↓
（
3
）
と
い
う
、
複
數
の
用
例
に
も
と
づ
く
歸
納
的
分
析

が
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
研
究
者
の
努
力
に
よ
っ
て
一
定
の

成
果
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
い
か
に
精
緻
な
分
析
が
加
え
ら
れ
た
と
し
て
も
各
段
階

で
推
測
の
混
入
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
た
め
最
終
的
に
導
か
れ
た
結

論
の
妥
當
性
を
判
定
す
る
明
確
な
基
準
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
複
數
の
異
説
が
竝

立
す
る
と
い
う
手
詰
ま
り
狀
態
に
お
ち
い
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
に

對
し
て
郭
店
以
後
の
（
3
）
↓
（
2
）
↓
（
1
）
は
、
傳
世
文
獻
と
の
對
讀
な
ど

に
よ
る
現
行
文
字
へ
の
讀
み
換
え
を
起
點
と
し
た
演
繹
的
分
析
に
よ
り
、
確
度
の

高
い
檢
討
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
變
化
は
、
郭
店
以
前
の
分
析
が
〝
未
釋
字
を
ど
う
讀
む
か
〞
に
力

點
を
置
い
て
い
た
の
に
對
し
、
郭
店
以
後
は
、
す
で
に
讀
み
の
明
ら
か
な
文
字
に

つ
い
て
〝
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
讀
ま
れ
る
の
か
〞
に
力
點
が
移
行
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
郭
店
簡
に
よ
る
「
傴
」
字
の
用
義
の
確
定
が
、
曾

姫
無

壺
銘
文
の
再
檢
討
を
促
し（
20
）、
古
璽
の
釋
讀
に
進
展
を
も
た
ら
し
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
う
し
た
他
の
古
文
字
資
料
へ
の
影
響
と
い
う
點
も
、
郭
店
以
後
に
顯

著
に
な
っ
て
き
た
現
象
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
傳
世
文
獻
と
の
對
讀
な
ど

で
確
定
さ
れ
た
讀
み
を
起
點
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
甲
骨
文
や
金
文
・
璽
印
な

ど
の
未
釋
字
や
待
考
字
に
解
決
の
糸
口
が
も
た
ら
さ
れ
、
相
互
の
緊
密
な
連
繫
の

も
と
に
古
文
字
研
究
が
進
展
す
る
と
い
う
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
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三
、
用
字
習
慣
の
解
明

郭
店
以
後
の
變
化
と
し
て
も
う
ひ
と
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
各
系
（
國
）
間
に

お
け
る
文
字
の
形
體
上
の
違
い
〝
文
字
異
形
〞
か
ら
、
文
字
の
用
い
ら
れ
方
の
違

い
〝
用
字
不
同
〞
を
重
視
す
る
傾
向
が
顯
著
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る（
21
）。
こ

こ
で
先
に
取
り
上
げ
た
第
一
人
稱
を
例
に
〝
用
字
不
同
〞
に
つ
い
て
少
し
説
明
を

加
え
て
お
こ
う
。

郭
店
簡
に
よ
っ
て
楚
で
は
第
一
人
稱
と
し
て
「
傴
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
す
で
に
郭
店
以
前
の
段
階
で
、
秦
で
は
第
一
人

稱
に
「
吾
（
𨖍
・
𢓲
）」、
齊
や
晉
で
は
「
做
」
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
た
。
た
だ
し
「
吾
」
や
「
傴
」
の
文
字
は
、
決
し
て
秦
あ
る
い
は
楚
の
み
の
地

域
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、楚
や
齊
で
は
「
吾
」
が
地
名
や
姓
字
（
複
姓
）

の
一
部
に
、
同
じ
く
晉
で
も
「
傴
」
が
姓
字
（
複
姓
）
の
一
部
に
用
い
ら
れ
た（
22
）。

つ
ま
り
異
な
っ
て
い
た
の
は
、
第
一
人
稱
に
ど
の
字
を
用
い
る
か
の
違
い
、
言
い

方
を
か
え
れ
ば
第
一
人
稱
の
用
字
習
慣
の
違
い
だ
っ
た
の
で
あ
る（
23
）。
こ
う
し
た

狀
況
か
ら
、
戰
國
文
字
の
實
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
各
系
（
國
）
間
に
お
け

る
文
字
の
形
體
上
の
違
い
に
と
ど
ま
ら
ず
、
用
字
差
異
に
つ
い
て
の
理
解
が
不
可

缺
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
郭
店
簡
の
用
例
を
き
っ
か
け
に
用
字
習
慣
が
解
明
さ
れ
た
代
表
的

な
例
と
し
て
、「
見
」「
視
」
兩
字
に
か
か
わ
る
裘
錫
圭
氏
の
研
究（
24
）を
み
て
い
こ
う
。

殷
墟
か
ら
出
土
し
た
甲
骨
文
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
目
」
の
下
に
跪
座
す
る

人じ
ん

形け
い

を
加
え
た
A
と
「
目
」
の
下
に
直
立
す
る
人
形
を
加
え
た
B
と
の
兩
種
が
あ

る
。
從
來
こ
の
二
者
は
同
字
異
形
と
み
な
さ
れ
、
す
べ
て
「
見
」
と
釋
さ
れ
て
い

た
。

A 　
　

 　
　

B 　
　

 　
　

そ
の
後
、
研
究
の
進
展
に
と
も
な
い
、
兩
者
は
字
形
と
と
も
に
用
法
も
異
な
る

別
個
の
文
字
で
あ
る
こ
と
が
徐
々
に
認
識
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、「
見
」
に
あ
た

る
A
に
對
し
て
、
B
が
い
か
な
る
文
字
な
の
か
明
確
な
結
論
が
得
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
こ
に
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
し
た
の
が
郭
店
簡
で
あ
る
。

郭
店
簡
に
は
、
A
に
あ
た
る　
（

）
が
十
八
例
、
B
に
あ
た
る　
（

）
が

十
二
例
あ
り
、檢
討
の
結
果
、一
部
の
例
外
を
除
い
て
A
は
「
見
」
字
、B
は
「
視
」

字
に
對
應
し
、
兩
字
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た（
25
）。
以

下
に
具
體
例
と
し
て
、
王
弼
本
第
三
十
五
章
「
視
之
不
足
見
、
聽
之
不
足
聞
」
に

對
應
す
る
郭
店
『
老
子
』
丙 

簡
五
﹇
圖
5
﹈
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

﹇
圖
5
﹈
郭
店
『
老
子
』
丙 

簡
五
（
部
分
）

…
…

（
視
）
之
不
足

（
見
）、
聖
（
聽
）
之
不
足
䎽
（
聞
）
…
…

こ
の
發
見
に
よ
っ
て
、
楚
系
資
料
に
お
け
る
兩
字
の
使
い
分
け
が
明
瞭
に
認
識

さ
れ
た
。
例
え
ば
包
山
楚
簡
で
は
「

」
の
五
例
は
す
べ
て
動
詞
「
見
」
に
あ
た

る
の
に
對
し
、「

」
の
五
例
は
す
べ
て
「

日
」
と
い
う
二
字
熟
語
に
用
い
ら
れ
、

傳
世
文
獻
中
の
專
用
語
（
官
職
名
）「
視
日
」
に
對
應
す
る（
26
）。
こ
う
し
て
「
見
」

姻鰯
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に
あ
た
る
甲
骨
文
A
に
對
し
て
甲
骨
文
B
は
「
視
」
と
釋
さ
れ
、
形
聲
字
「
視
」

の
初
文
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
甲
骨
文
・
楚
簡
・
現
行
文
字
の
對
應
關
係
を

以
下
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

A 　
　

 
― 　
（

）
―
「
見
」

B 　
　

 

― 　
（

）
―
「
視
」

さ
ら
に
、
甲
骨
文
に
お
け
る
「
見
」「
視
」
の
用
字
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
春
秋
末
か
ら
戰
國
期
に
か
け
て
、
楚
以
外
の
他
系
（
國
）
で
は
兩
字
の

使
い
分
け
に
混
同
が
生
じ
、
最
終
的
に
本
來
「
視
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
「

」

が
「
見
」
の
專
用
字
と
な
り
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
新
た
に
「
視
」
を
あ
ら
わ
す
形

聲
字
が
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
が
通
時
的
に
解
明
さ
れ
た
の
で
あ
る（
27
）。

四
、
現
地
性
文
獻
と
他
地
性
文
獻

前
章
ま
で
に
お
い
て
、
第
一
人
稱
「
傴
」
字
の
使
用
や
「
見
」「
視
」
兩
字
の

使
い
分
け
な
ど
、
楚
の
用
字
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
た
が
、
郭
店
以
後
に
出
土
し

た
楚
簡
は
、
楚
系
文
字
の
み
な
ら
ず
齊
や
晉
と
い
っ
た
他
系
（
國
）
文
字
に
つ
い

て
も
多
く
の
情
報
を
提
供
し
、
地
域
差
に
か
か
わ
る
國
別
研
究
の
進
展
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
そ
う
し
た
楚
簡
に
よ
る
國
別
研
究
を
取
り
上
げ
て
み
よ

う
。い

っ
た
い
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
楚
簡
が
、
な
ぜ
他
系
（
國
）
文
字
を
考
察
す
る

資
料
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
に
は
、
ま
ず
楚
墓
出
土
竹
簡

の
文
獻
的
性
格
に
つ
い
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る（
28
）。
楚
墓
出
土
竹
簡
は
そ
の
内

容
か
ら
、
以
下
の
よ
う
に
文
書
類
と
書
籍
類
と
に
大
別
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

 

┐　

文
書
類 

―　

現
地
性
文
獻
﹇
楚
系
文
字
﹈

　
　
　
　
　
　

 

─

楚
墓
出
土
竹
簡 

┴

　
　
　
　
　
　

 

─　
　
　
　

 

┐　

現
地
性
文
獻
﹇
楚
系
文
字
﹈

　
　
　
　
　
　

 

┌　

書
籍
類 

┴─

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

 

┌　

他
地
性
文
獻
﹇
楚
系
文
字
・
非
楚
系
文
字
﹈

文
書
類
は
、
遣
策
・
日
書
・
卜
筮
祭
禱
記
錄
な
ど
、
副
葬
品
の
リ
ス
ト
や
墓
主

の
日
常
生
活
・
職
務
な
ど
に
か
か
わ
る
記
錄
で
、
主
と
し
て
墓
主
の
周
邊
で
作
成

さ
れ
た
現
地
性
文
獻
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
通
行
の
楚
系
文
字
が
用
い
ら
れ
た
。

一
方
、
書
籍
類
は
、
藏
書
な
ど
墓
主
に
か
か
わ
る
書
物
を
中
心
と
す
る
が
、
そ

れ
ら
が
著
作
さ
れ
た
地
域
と
の
關
係
か
ら
、
さ
ら
に
現
地
性
文
獻
と
他
地
性
文
獻

と
に
區
分
さ
れ
る
。
前
者
は
、
楚
で
著
作
さ
れ
た
書
物
で
あ
り
、
楚
王
の
故
事
な

ど
が
含
ま
れ
、
そ
こ
に
は
文
書
類
と
同
樣
、
楚
系
文
字
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
に

對
し
て
後
者
の
他
地
性
文
獻
は
、楚
以
外
の
地
域
で
著
作
さ
れ
、後
に
楚
に
傳
わ
っ

た
書
物
で
あ
り
、『
易
』
や
『
尚
書
』
な
ど
の
經
書
、
孔
子
や
弟
子
の
言
行
を
記

し
た
儒
家
系
文
獻
、
さ
ら
に
他
國
の
事
件
や
戰
爭
を
記
錄
し
た
歷
史
書
な
ど
が
含

ま
れ
る
。
そ
し
て
重
要
な
點
は
、
こ
れ
ら
の
他
地
性
文
獻
の
一
部
に
、
楚
系
文
字

と
は
異
質
の
非
楚
系
文
字
の
混
在
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

先
に
揭
げ
た
楚
簡
の
う
ち
、
書
籍
類
に
屬
す
る
の
は
以
下
の
四
資
料
で
あ
る
。

姻鰯
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④
信
陽
楚
簡
（
文
書
類
を
含
む
）

⑨
郭
店
楚
簡

⑩
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
簡
（
非
發
掘
簡
）

⑫
清
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
非
發
掘
簡
）

上
述
の
よ
う
に
、
信
陽
楚
簡
の
書
籍
類
に
つ
い
て
は
、
竹
簡
の
數
量
お
よ
び
保

存
狀
態
の
兩
面
で
十
分
な
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
書
籍
類
の
本
格
的
な

研
究
は
郭
店
簡
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
研
究
の
進
展
に
と
も
な
い
、
郭
店
簡
の

な
か
に
、
楚
系
金
文
や
そ
れ
以
前
に
出
土
し
た
楚
簡
（
文
書
類
）
の
分
析
に
よ
っ

て
知
ら
れ
て
い
た
楚
系
文
字
と
は
性
格
の
異
な
る
、
非
楚
系
文
字
が
混
在
す
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
、
楚
墓
出
土
書
籍
簡
に
お
け
る
國
別
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
。

こ
の
問
題
に
關
す
る
先
驅
的
な
研
究
と
し
て
、
周
鳳
五
氏
の
論
文（
29
）を
取
り
上

げ
よ
う
。
周
氏
は
、
郭
店
簡
の
思
想
内
容
を
「
子
思
學
派
」
を
主
體
と
し
、
孟
子
・

道
家
・
陰
陽
術
數
家
の
思
想
を
交
え
た
も
の
と
と
ら
え
、
齊
國
の
稷
下
の
學
と
の

密
接
な
關
連
を
指
摘
す
る
。
同
時
に
、字
體
の
觀
點
か
ら
郭
店
簡
を
四
類
に
分
け
、

各
類
の
特
徴
を
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

第
一
類
『
老
子
甲
』『
老
子
乙
』『
老
子
丙
』『
太
一
生
水
』『
五
行
』『
緇
衣
』

『
魯
穆
公
問
子
思
』『
窮
達
以
時
』『
語
叢
四
』

　

第
一
類
は
楚
國
の
簡
帛
に
常
見
さ
れ
、
字
形
構
造
は
楚
國
文
字
本
來
の
も

の
で
、
書
法
體
勢
は
「
科
斗
文
」
の
特
徴
を
帯
び
、
楚
國
簡
帛
の
標
準
字

體
と
言
え
る
。

第
二
類
『
性
自
命
出
』『
成
之
聞
之
』『
尊
德
義
』『
六
德
』

　

第
二
類
は
齊
・
魯
の
儒
家
經
典
の
寫
本
よ
り
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
す
で

に
楚
國
の
「
馴
化
」
を
被
っ
て
お
り
、「
鳥
蟲
書
」
の
筆
勢
が
形
成
す
る
「
豐

中
首
尾
鋭
」
の
特
徴
を
帯
び
、兩
漢
以
降
の
『
魏
三
體
石
經
』『
汗
簡
』『
古

文
四
聲
韻
』
所
載
の
「
古
文
」
の
も
と
づ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
三
類
『
語
叢
一
』『
語
叢
二
』『
語
叢
三
』

　

第
三
類
は
用
筆
が
小
篆
と
類
似
し
、
服
虔
の
見
た
「
古
文
篆
書
」
と
比
較

的
接
近
し
て
お
り
、
戰
國
時
代
の
齊
・
魯
の
儒
家
經
典
の
文
字
の
本
來
の

樣
相
を
示
し
て
い
る
。

第
四
類
『
唐
虞
之
道
』『
忠
信
之
道
』

　

第
四
類
は
齊
國
文
字
の
特
徴
と
最
も
吻
合
し
、
楚
國
の
學
者
が
新
近
に
齊

國
よ
り
傳
寫
・
導
入
し
た
儒
家
典
籍
で
あ
り
、
齊
國
文
字
の
形
體
構
造
と

書
法
風
格
と
を
よ
り
多
く
保
存
し
て
い
る
。

周
氏
は
、
齊
・
魯
で
成
立
し
た
文
獻
が
楚
に
流
傳
し
轉
寫
さ
れ
る
際
、
も
と
の

テ
キ
ス
ト
に
用
い
ら
れ
た
齊
・
魯
の
文
字
が
楚
の
文
字
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
く

現
象
を
「
馴
化
」
と
い
う
語
で
と
ら
え
、
郭
店
簡
の
字
體
分
類
と
の
對
應
を
踏
ま

え
て
、
馴
化
が
最
も
進
行
し
典
型
的
な
楚
國
の
通
行
體
で
書
寫
さ
れ
た
第
一
類
か

ら
、
未
だ
馴
化
が
十
分
に
な
さ
れ
ず
齊
國
文
字
を
多
く
保
存
す
る
第
四
類
へ
と
、

そ
の
度
合
い
を
ほ
ぼ
段
階
的
に
把
握
し
て
い
る
。

こ
の
周
氏
の
見
解
は
斬
新
で
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
分
類
の
據
り
所

と
な
っ
た
「
科
斗
文
」「
鳥
蟲
書
」「
古
文
篆
書
」
な
ど
は
す
べ
て
文
獻
資
料
中
に

み
え
る
字
體
名
稱
で
あ
り
、
そ
の
實
體
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
問
題
點
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
郭
店
簡
に
み
え
る
非
楚
系
要
素
と
齊
・
魯
の

文
字
と
の
關
係
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
檢
證
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る（
30
）。



一
八
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漢
字
學
硏
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第
四
號

五
、  

國
別
研
究
の
進
展
（
一
）

― 

郭
店
簡
『
緇
衣
』
と
上
博
簡
『
緇
衣
』

こ
う
し
た
狀
況
の
中
で
國
別
研
究
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
の

が
、
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
以
下
、
上
博
簡
と
略
記
）
の
發
見
で
あ
る
。

上
博
簡
は
上
海
博
物
館
が
一
九
九
四
年
に
香
港
の
骨
董
市
場
か
ら
購
入
し
た
竹
簡

で
總
數
一
二
〇
〇
餘
簡
、
内
容
は
す
べ
て
書
籍
で
儒
家
・
道
家
・
兵
家
・
雜
家
な

ど
八
十
餘
種
に
お
よ
び
、
そ
の
な
か
に
は
楚
王
故
事
な
ど
郭
店
簡
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
現
地
性
の
書
籍
も
含
ま
れ
て
い
た（
31
）。

國
別
研
究
の
觀
點
か
ら
と
く
に
注
目
さ
れ
た
の
が
『
緇
衣
』（
以
下
、上
博
『
緇

衣
』
と
略
記
）
で
あ
る
。
こ
の
文
獻
は
現
行
の
『
禮
記
』
緇
衣
篇
に
該
當
し
、
先

に
出
土
し
た
郭
店
簡
に
も
含
ま
れ
て
い
た
（
以
下
、
郭
店
『
緇
衣
』
と
略
記
）。

そ
し
て
郭
店
『
緇
衣
』
と
上
博
『
緇
衣
』
と
を
比
較
し
た
結
果
、
前
者
が
楚
系
文

字
で
書
寫
さ
れ
て
い
る
の
に
對
し
、
後
者
に
は
そ
れ
と
は
異
な
る
濃
厚
な
非
楚
系

の
要
素
が
認
め
ら
れ
、
同
じ
戰
國
期
の
『
緇
衣
』
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
用
い

ら
れ
た
文
字
に
は
明
瞭
な
地
域
差
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。つ
ま
り
、

現
行
本
と
の
對
讀
が
可
能
で
、
同
時
に
楚
系
文
字
と
非
楚
系
文
字
と
の
二
種
の
テ

キ
ス
ト
の
比
較
分
析
も
で
き
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
好
都
合
な
研
究
資
料
が
提
供

さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
ギ
リ
シ
ャ
文
字
と
エ
ジ
プ
ト
聖
刻
文
字

（
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
）・
エ
ジ
プ
ト
民
衆
文
字
（
デ
モ
テ
ィ
ッ
ク
）
の
三
者
を
對
譯
し

た
ロ
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
の
發
見
に
も
類
す
る
研
究
上
の
僥
倖
で
あ
っ
た
。

以
下
で
は
馮
勝
君
氏
の
研
究（
32
）に
も
と
づ
き
、
兩
者
が
相
違
す
る
例
を
具
體
的

に
あ
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
個
別
の
字
形
の
相
違
で
は
、
例
え
ば
「
い
え
」
を
あ
ら

わ
す
文
字
と
し
て
、
楚
で
は
「
家
」
の
上
部
に
「
爪
」
の
つ
い
た
固
有
の
「
𧱌
」

を
使
用
し
、楚
以
外
の
他
系
（
國
）
で
は
「
爪
」
の
な
い
「
家
」
を
使
用
し
た
が
、

郭
店
『
緇
衣
』
簡
二
〇
は
楚
系
の
「
𧱌
」、
上
博
『
緇
衣
』
簡
一
一
に
は
非
楚
系

の
「
家
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
﹇
圖
6
﹈。

﹇
圖
6
﹈「
家
」
の
比
較

﹇
右
﹈
郭
店
『
緇
衣
』
簡
二
〇
（
部
分
）
／
﹇
左
﹈
上
博
『
緇
衣
』
簡
一
一
（
部
分
）

…
…
邦
家
之
不
寧
…
…

次
に
用
字
習
慣
の
相
違
と
し
て
、
上
述
し
た
「
見
」
と
「
視
」
と
を
み
る
と
、

郭
店
『
緇
衣
』
に
は
「
見
」
―
「

」
と
「
視
」
―
「

」
と
い
う
甲
骨
文
と
同

じ
使
い
分
け
が
み
ら
れ
た
の
に
對
し
、上
博
『
緇
衣
』
で
は
「
見
」
に
「

」、「
視
」

に
「
眡
」
が
使
用
さ
れ
楚
系
と
は
異
な
る
用
字
が
認
め
ら
れ
た
﹇
圖
7
﹈。

﹇
圖
7
﹈「
見
」「
視
」
の
比
較

﹇
右
﹈
郭
店
『
緇
衣
』
簡
一
九
（
部
分
）
／
﹇
左
﹈
上
博
『
緇
衣
』
簡
一
一
（
部
分
）

…
…
弗
克
見
我
既
見
…
…
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﹇
右
﹈
郭
店
『
緇
衣
』
簡
二
（
部
分
）
／
﹇
左
﹈
上
博
『
緇
衣
』
簡
一
（
部
分
）

　

…
…
咼
（
以
）
視
民
…
…

じ
つ
は
郭
店
『
五
行
』
に
も
「
見
」
を
あ
ら
わ
す
文
字
に
「

」
が
用
い
ら
れ

て
い
た
が
、
當
初
は
楚
系
文
字
の
内
部
に
お
け
る
違
例
と
解
釋
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
、
郭
店
『
五
行
』
は
全
体
的
に
楚
の
用
字
に
從
い

な
が
ら
、
一
部
に
非
楚
系
要
素
を
含
む
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り（
33
）、
こ
の
よ
う
な

違
例
は
基
本
的
に
他
地
性
の
文
獻
の
み
に
み
え
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
も
と
の
テ

キ
ス
ト
に
お
け
る
非
楚
系
文
字
の
影
響
と
み
な
し
得
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
う

し
て
「
見
」
と
「
視
」
と
の
傳
統
的
な
使
い
分
け
を
蹈
襲
す
る
楚
系
と
、他
系
（
國
）

と
の
用
字
習
慣
の
違
い
が
明
瞭
に
把
握
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
馮
勝
君
氏
は
、
齊
・
魯
の
金
文
や
陶
文
・
璽
印
、
魯
の
孔
子
舊
宅
か
ら

發
現
し
た
壁
中
書
に
由
來
す
る
と
さ
れ
る
『
説
文
解
字
』
古
文
や
魏
の
三
體
石
經

古
文
な
ど
の
傳
抄
古
文
と
の
詳
細
な
比
較
分
析
を
と
お
し
て
、郭
店
『
唐
虞
之
道
』

『
忠
信
之
道
』『
語
叢
一
』『
語
叢
二
』『
語
叢
三
』
お
よ
び
上
博
『
緇
衣
』
が
、
齊

系
文
字
の
特
徴
を
そ
な
え
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
上
博
『
緇
衣
』
に
み
え
る
非
楚
系
要
素
に
つ
い
て
述
べ

て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
逆
に
楚
系
要
素
が
ま
っ
た
く
な
け
れ
ば
、
上
博
『
緇
衣
』

は
齊
系
文
字
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
上
博
『
緇
衣
』
が
楚
に
お
け
る
馴
化
を
受
け
た
テ
キ

ス
ト
と
み
な
さ
れ
る
證
據
と
し
て
、
簡
一
四
と
簡
二
三
﹇
圖
8
﹈
と
の
二
箇
所
に

み
え
る
第
一
人
稱
「
傴
」
の
用
例
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
圖
8
﹈
上
博
『
緇
衣
』
簡
二
三
（
部
分
）

…
…
不
利
傴
（
吾
）
弗
信
之
矣
。
…
…

上
述
の
よ
う
に
、
戰
國
期
に
お
け
る
第
一
人
稱
の
用
字
に
は
地
域
差
が
あ
り
、

齊
で
は
「
做
」
が
用
い
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
上
博
『
緇
衣
』
が
完
全
な
齊
系
の

テ
キ
ス
ト
で
あ
れ
ば
、
當
然
、
こ
の
二
箇
所
に
は
「
做
」
が
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
第
一
人
稱
「
傴
」
の
存
在
は
、
上
博
『
緇
衣
』
が
齊
の
用
字
習
慣
を

濃
厚
に
殘
留
し
つ
つ
、
同
時
に
楚
の
用
字
習
慣
に
よ
る
馴
化
を
受
け
た
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
つ
の
明
確
な
痕
跡
と
み
な
さ
れ
る（
34
）。

こ
の
よ
う
に
郭
店
簡
に
續
く
上
博
簡
の
發
見
に
よ
っ
て
、
書
籍
簡
の
來
源
に
か

か
わ
る
國
別
研
究
が
大
き
く
進
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る（
35
）。

六
、
國
別
研
究
の
進
展
（
二
）
― 

清
華
簡
『
良
臣
』

續
い
て
本
章
で
は
、
清
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
以
下
、
清
華
簡
と
略
記
）
を
取

り
上
げ
る
。
こ
の
資
料
は
、
香
港
で
購
入
さ
れ
二
〇
〇
八
年
に
清
華
大
學
に
寄
贈

さ
れ
た
戰
國
竹
簡
で
あ
り
、
総
數
は
殘
片
を
含
め
て
お
よ
そ
二
五
〇
〇
點
、
内
容

は
『
尚
書
』
お
よ
び
そ
れ
に
類
し
た
經
書
や
編
年
體
の
史
書
な
ど
を
中
心
と
す
る

六
十
篇
以
上
の
書
籍
か
ら
な
る
。
盗
掘
品
で
あ
る
た
め
出
土
地
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
が
、
年
代
は
戰
國
中
晩
期
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
炭
素
年
代
測
定
お
よ
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び
年
輪
補
正
に
よ
る
紀
元
前
三
〇
五
±
三
〇
年
と
い
う
結
果
も
そ
れ
を
裏
付

け
る（
36
）。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
同
じ
書
籍
類
に
屬
し
な
が
ら
、
郭
店
簡
・
上
博
簡
が

思
想
書
を
中
心
と
す
る
の
に
對
し
て
、
清
華
簡
は
歷
史
書
を
中
心
と
し
、
兩
者
は

種
別
を
異
に
す
る
點
で
あ
る
。
さ
ら
に
國
別
の
面
で
も
、
郭
店
簡
・
上
博
簡
に
は

齊
系
文
字
と
の
關
連
が
見
ら
れ
た
の
に
對
し
て
、
清
華
簡
に
は
晉
系
文
字
と
の
關

連
が
指
摘
さ
れ
て
お
り（
37
）、
兩
者
の
文
字
に
は
相
異
な
る
地
域
と
の
結
び
つ
き
が

認
め
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
清
華
簡
の
中
で
も
晉
系
文
字
と
の
間
に
と
く
に
緊
密

な
關
連
を
も
つ
『
良
臣
』
を
中
心
に
み
て
い
こ
う
。

『
良
臣
』
は
全
十
一
簡
か
ら
な
り
、
黄
帝
か
ら
春
秋
に
い
た
る
著
名
な
君
主
と

そ
れ
に
仕
え
た
す
ぐ
れ
た
臣
下
の
名
を
列
擧
し
た
文
獻
で
あ
る
。
竹
簡
中
に
篇
題

は
見
え
ず
、内
容
か
ら「
良
臣
」と
命
名
さ
れ
た
。『
清
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡（
參
）』

の
「
説
明（
38
）」
は
、
竹
簡
の
文
字
は
三
晉
系
の
寫
法
に
屬
す
る
と
し
、
そ
の
具
體

例
と
し
て
「
百
」
字
を
す
べ
て
「
全
」
に
作
る
點
を
あ
げ
、
さ
ら
に
内
容
面
で
も

「
子
産
之
師
」、「
子
産
之
輔
」な
ど
鄭
の
子
産
と
の
關
連
が
詳
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

作
者
は
鄭
と
密
接
な
關
係
を
も
つ
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

秦
や
楚
で
は
、
殷
の
甲
骨
文
や
西
周
金
文
以
來
の
傳
統
的
な
「
百
」
が
蹈
襲
さ

れ
た
の
に
對
し
、
戰
國
期
の
晉
を
中
心
と
す
る
中
原
地
域
で
は
「
百
」
を
あ
ら
わ

す
文
字
と
し
て
「
全
」
が
用
い
ら
れ
、周
邊
の
齊
や
燕
で
も
行
な
わ
れ
た（
39
）。『
良
臣
』

に
み
え
る
「
全
（
百
）」
の
二
つ
の
用
例
（
簡
八
・
簡
一
〇
）
の
う
ち
、
子
産
の

輔
の
一
人
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
「
王
子
全
（
百
）」（
傳
世
文
獻
未
見
）
の
名
が
記

さ
れ
た
簡
一
〇
を
揭
げ
て
お
く
﹇
圖
9
﹈。

﹇
圖
9
﹈『
良
臣
』
簡
一
〇
（
末
尾
部
分
）

…
…
王
子
全
（
百
）

さ
ら
に
劉
剛
氏
は
、
文
字
風
格
お
よ
び
文
字
形
體
・
用
字
習
慣
の
面
か
ら
詳
細

な
檢
討
を
加
え
、『
良
臣
』
と
晉
系
文
字
と
の
緊
密
な
關
係
を
明
ら
か
に
し
て

い
る（
40
）。
以
下
で
は
『
良
臣
』
簡
六
の
齊
の
桓
公
と
管
仲
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る

部
分
か
ら
、
劉
氏
が
指
摘
す
る
文
字
風
格
の
例
と
し
て
第
四
字
め
の
「
又
」、
文

字
形
體
の
例
と
し
て
第
六
字
め
の
「
寺
」
を
あ
げ
て
み
よ
う
﹇
圖
10
﹈。

﹇
圖
10
﹈『
良
臣
』
簡
六
（
部
分
）

…
…
齊

（
桓
）
公
、
又
（
有
）
龠
﹇
管
﹈
寺
（
夷
）
傴
（
吾
）、 …
…

・
文
字
風
格
…
…
『
良
臣
』
の
「
又
」
字
の
筆
劃
は
謹
飭
で
直
線
的
に
構
成
さ
れ
、

晉
系
の
侯
馬
盟
書
と
類
似
し
、
楚
文
字
の
特
徴
で
あ
る
曲
線
的
な
筆
劃
と
異
な

る
（
楚
の
「
又
」
字
に
つ
い
て
は
上
揭
﹇
圖
4
﹈
郭
店
『
老
子
』
乙 

簡
七
、

第
四
字
め
・
第
十
字
め
參
照
）。

・
文
字
形
體
…
…
『
良
臣
』
の
「
寺
」
字
は
、
下
部
が
「
又
」
と
「
丶
」
か
ら
な

る
「
寸
」
に
從
い
、
晉
系
お
よ
び
秦
系
の
形
體
と
合
致
し
、
下
部
を
點
の
無
い

「
又
」
に
作
る
楚
系
お
よ
び
齊
系
の
形
體
と
異
な
る
。

次
に
、上
述
し
た
第
一
人
稱
の
用
字
と
の
關
連
か
ら
「
傴
」
字
を
取
り
上
げ
、『
良

臣
』
と
晉
系
文
字
と
の
關
係
を
檢
證
し
て
み
よ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
﹇
圖
10
﹈
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一
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八

の
第
七
字
め
、管
仲
の
名
で
あ
る
「
夷
吾
」
の
「
吾
」
に
對
應
す
る
文
字
に
「
傴
」

が
使
用
さ
れ
て
い
る
點
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
楚
の
用
字
の
反
映
か
と
思

わ
れ
る
が
、
第
三
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
晉
で
は
「
傴
」
を
姓
字
（
複
姓
）
の
一
部

に
用
い
た
例
が
あ
り
、
固
有
名
詞
の
表
記
と
い
う
點
に
お
い
て
『
良
臣
』
の
用
例

は
晉
の
用
字
習
慣
と
合
致
し
、
楚
の
馴
化
を
示
す
も
の
と
は
見
な
さ
れ
な
い
。

こ
こ
に
例
示
し
た
の
は
ご
く
一
部
で
あ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
文
字
・
書
法

の
兩
面
に
お
い
て
『
良
臣
』
に
は
書
寫
者
が
楚
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
明
瞭
な
痕

跡
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
清
華
簡
以
前
に
知
ら
れ
て
い
た
郭
店
簡
や
上

博
簡
な
ど
の
非
楚
系
要
素
を
も
つ
書
籍
類
は
、
そ
の
度
合
い
に
差
は
あ
る
も
の
の

す
べ
て
楚
の
馴
化
を
被
っ
て
お
り
、
楚
地
出
土
の
戰
國
竹
簡
は
す
べ
て
楚
人
が
書

寫
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た（
41
）。
こ
れ
に
對
し
て
『
良
臣
』
は
き
わ
め
て
純

度
の
高
い
非
楚
系
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
例
の
な
か
っ
た
、
晉
系
の

文
字
・
書
法
を
習
得
し
た
書
寫
者
の
手
に
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る（
42
）。

こ
の
よ
う
に
、
郭
店
簡
に
續
く
上
博
簡
・
清
華
簡
の
發
見
に
よ
っ
て
國
別
研
究

は
大
き
く
進
展
し
、
今
日
で
は
、
周
鳳
五
氏
が
提
起
し
た
他
地
性
文
獻
に
お
け
る

馴
化
の
度
合
い
を
、
言
語
學
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
最
後
に
本

稿
で
取
り
上
げ
た
文
獻
を
例
に
、馴
化
の
度
合
い
を
段
階
的
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

﹇
第
一
段
階
﹈  

馴
化
の
痕
跡
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
純
度
の
高
い
非
楚
系
テ
キ
ス

ト
の
段
階
…
…
（
例
）
清
華
簡
『
良
臣
』

﹇
第
二
段
階
﹈  

馴
化
が
あ
ま
り
進
行
し
て
お
ら
ず
全
體
的
に
濃
厚
な
非
楚
系
要
素

が
認
め
ら
れ
る
段
階
…
…
（
例
）
上
博
簡
『
緇
衣
』

﹇
第
三
段
階
﹈  

馴
化
が
進
ん
で
部
分
的
に
非
楚
系
要
素
が
殘
留
す
る
段
階
…
…（
例
）

郭
店
『
五
行
』

﹇
第
四
段
階
﹈  

馴
化
が
最
も
進
行
し
全
體
が
楚
の
用
字
習
慣
に
よ
っ
て
改
寫
さ
れ

た
段
階
…
…
（
例
）
郭
店
『
緇
衣
』

結　

語

本
稿
は
、
本
誌
編
集
擔
當
の
佐
藤
信
弥
氏
か
ら
「
戰
國
竹
簡
入
門
」
執
筆
の
依

頼
を
う
け
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

執
筆
に
あ
た
っ
て
、
新
資
料
の
發
見
と
關
連
づ
け
な
が
ら
、
具
體
的
な
事
例
を

中
心
に
研
究
の
展
開
を
解
説
し
て
い
く
方
針
を
と
っ
た
が
、
取
り
上
げ
る
こ
と
の

で
き
た
研
究
は
管
見
の
ご
く
一
部
に
と
ど
ま
る
。
例
え
ば
、
戰
國
竹
簡
と
甲
骨
・

金
文
と
の
緊
密
な
連
繫
を
特
色
と
す
る
陳
劍
氏
の
古
文
字
考
釋（
43
）や
、
簡
帛
文
字

の
書
法
・
筆
跡
な
ど
個
人
差
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
分
析
を
特
色
と
す
る

李
松
儒
氏
の
字
迹
研
究（
44
）等
々
、
言
及
で
き
な
か
っ
た
重
要
な
研
究
は
枚
擧
に
い

と
ま
が
な
い
。

本
稿
が
、
戰
國
竹
簡
文
字
の
研
究
に
關
心
を
寄
せ
、
さ
ら
に
進
ん
で
こ
れ
ら
の

論
著
を
ひ
も
と
い
て
い
た
だ
く
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（1
）
李
學
勤
『
古
文
字
學
初
階
』
第
四
六
〜
六
〇
頁
（
中
華
書
局
、一
九
八
五
年
）
參
照
。

本
書
の
邦
譯
に
小
幡
敏
行
譯
・
佐
野
光
一
閲
『
中
國
古
代
漢
字
學
の
第
一
歩
』（
凱
風
社
、

一
九
九
〇
年
）
が
あ
る
。

（
2
）
こ
の
區
分
は
、
何
琳
儀
『
戰
國
古
文
字
典
―
戰
國
文
字
聲
系
』（
中
華
書
局
、

一
九
九
八
年
、二
〇
〇
四
年
重
印
版
に
は
程
燕
「《
戰
國
古
文
字
典
》
訂
誤
」
を
付
す
）、

湯
餘
惠
主
編
『
戰
國
文
字
編
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
に
採
用
さ

れ
て
い
る
。

（
3
）
⑩
⑫
は
盗
掘
に
よ
っ
て
流
出
し
た
非
發
掘
簡
で
出
土
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
⑩
は
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竹
簡
に
付
着
し
た
土
質
の
分
析
か
ら
湖
北
省
の
出
土
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ

れ
ら
が
主
と
し
て
楚
地
で
書
寫
さ
れ
た
文
獻
で
あ
る
こ
と
は
、
後
述
す
る
用
字
の
分
析

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
秦
簡
・
漢
簡
を
含
め
た
簡
牘
の
出
土
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
中

國
の
出
土
事
情
―
出
土
の
條
件
―
」『
墨
』
第
一
九
一
號
、
第
二
四
〜
二
七
頁
（
藝
術

新
聞
社
、
二
〇
〇
八
年
）
參
照
。

（
4
）
荆
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
第
一
〜
二
頁
、
前
言
（
文
物
出
版
社
、

一
九
九
八
年
）
參
照
。

（
5
）
李
零
『
郭
店
楚
簡
校
讀
記
』、
附
錄
一
「
郭
店
楚
簡
研
究
中
的
兩
個
問
題
」
第

一
九
三
頁
（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

（
6
）
郭
店
『
語
叢
一
』
第
三
一
簡
＋
第
九
七
簡
と
『
禮
記
』
坊
記
篇
と
の
對
讀
に
よ
っ
て
、

「
葩
（
文
）」
字
の
釋
讀
の
突
破
口
が
開
か
れ
た
の
は
、
そ
の
代
表
的
な
例
の
一
つ
で
あ

る
。
李
天
虹
「
釋
楚
簡
文
字
〝
葩
〞
字
」、『
華
學
』
第
四
輯
、
第
八
五
〜
八
八
頁
（
紫

禁
城
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
參
照
。

（
7
）
李
零
『
簡
帛
古
書
與
學
術
源
流
（
修
訂
本
）』
第
一
八
四
頁
（
生
活
・
讀
書
・
新
知

三
聯
書
店
、
二
〇
〇
八
年
第
二
版
）

（
8
）
李
零
『
郭
店
楚
簡
校
讀
記
（
增
訂
本
）』
第
一
九
二
頁
（
前
揭
注
5
）、
大
西
克
也
・

宮
本
徹
『
ア
ジ
ア
と
漢
字
文
化
』
第
九
一
〜
一
一
四
頁
（
大
西
克
也
氏
執
筆
）「
5 

屈

原
の
書
い
た
漢
字
―
戰
國
時
代
の
楚
の
言
語
表
記
シ
ス
テ
ム
と
國
ご
と
の
違
い
―
」（
財

團
法
人 

放
送
大
學
教
育
振
興
會
、
二
〇
〇
九
年
）、
周
波
『
戰
國
時
代
各
系
文
字
閒
的

用
字
差
異
現
象
研
究
』
第
四
七
〜
四
八
頁
（
綫
装
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
參
照
。

（
9
）
中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
『
殷
周
金
文
集
成 

修
訂
增
補
本
』
第
六
册09710

、

第
五
〇
九
五
頁
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）

（
10
）
故
宮
博
物
院
編
・
羅
福
頤
主
編
『
古
璽
彙
編
』
第
二
八
八
頁3056
・
第
三
一
八
頁

3411

・
第
三
二
〇
頁3433

（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）

（
11
）
唐
蘭
「
壽
縣
所
出
銅
器
後
略
」、『
國
學
季
刊
』
第
四
卷
第
一
號
、
一
九
三
四
年
、
故

宮
博
物
院
編
『
唐
蘭
先
生
金
文
論
集
』
第
一
七
〜
二
四
頁
（
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
九
五
年
）
再
收

（
12
）
郭
沫
若
「
壽
縣
所
出
楚
器
之
年
代
」、『
古
代
銘
刻
彙
考
續
編
』（
文
求
堂
、

一
九
三
四
年
）、
郭
沫
若
著
作
編
輯
出
版
委
員
會
編
『
郭
沫
若
全
集 

考
古
編 

第
五
卷
』

第
八
六
〇
頁
（
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
再
收
。

（
13
）
例
え
ば
、劉
節
「
壽
縣
所
出
楚
器
考
釋
」、『
古
史
考
存
』
第
一
一
二
〜
一
一
三
頁
（
人

民
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）、
白
川
靜
「
金
文
通
譯
」
二
二
七
、『
白
鶴
美
術
館
誌
』
第

四
〇
輯
（
一
九
七
三
年
）、『
白
川
靜
著
作
集 

別
卷 

金
文
通
釋
4
』
第
五
五
二
〜

五
五
五
頁
（
平
凡
社
、二
〇
〇
四
年
）
再
收
、馬
承
源
主
編
『
商
周
青
銅
器
銘
文
選 

四
』

第
四
五
三
〜
四
五
四
頁
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
14
）
そ
の
後
『
藝
文
類
聚
』
や
『
太
平
御
覽
』
な
ど
の
佚
文
か
ら
、
第
一
組
竹
簡
は
、
申

徒
狄
と
周
公
と
の
問
答
を
記
し
た
佚
書
（
篇
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

李
學
勤
「
長
臺
關
竹
簡
中
的
『
墨
子
』
佚
篇
」、『
簡
帛
佚
籍
與
學
術
史
』
第
三
四
一
〜

三
四
八
頁
（
臺
北
・
時
報
文
化
出
版
企
業
有
限
公
司
、
一
九
九
四
年
）、
李
零
「
長
臺

關
楚
簡
《
申
徒
狄
》
研
究
」、『
簡
帛
古
書
與
學
術
源
流
（
修
訂
本
）』
第
一
九
一
〜

二
〇
八
頁
（
前
揭
注
7
）
參
照
。

（
15
）
劉
雨
「
信
陽
楚
簡
釋
文
與
考
釋
」、
河
南
省
文
物
研
究
所
『
信
陽
楚
墓
』
第
一
二
五

頁（
文
物
出
版
社
、一
九
八
六
年
）。
な
お
併
せ
て
郭
店
簡
出
土
後
の
李
零
氏
の
釋
讀（
前

揭
注
14
、
第
一
九
三
〜
一
九
四
頁
）
を
揭
げ
て
お
く
。

 

　

…
…
而
君
天
下
。
吾
聞
周
公
…
… 　

簡
一
二

 

　

…
…
吾
豈
不
知
哉
夫
。
周
公
…
… 　

簡
一
四

（
16
）
李
家
浩
「
從
曾
姫
無

壺
銘
文
談
楚
滅
曾
的
年
代
」、『
文
史
』
第
三
三
輯
、
第
一
一

〜
一
八
頁
（
一
九
九
〇
年
）

（
17
）『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
第
一
一
六
頁
（
前
揭
注
4
）「
老
子
釋
文
注
釋
」〔
五
二
〕。
郭

店
楚
簡
の
用
例
の
内
譯
は
以
下
の
通
り
。

 

　
「
傴
」  （
吾
）
十
二
例
…
…
『
老
子
』
六
例
（
甲
二
例
、
乙
四
例
）
／
『
緇
衣
』
二
例

／
『
魯
穆
公
問
子
思
』
二
例
／
『
窮
達
以
時
』
一
例
／
『
語
叢
二
』
一
例

 

　
「
傴
」（
乎
）
三
例
…
…
『
成
之
聞
之
』
一
例
／
『
六
德
』
二
例

 

な
お
「
傴
」（
乎
）
の
用
例
の
あ
る
『
成
之
聞
之
』
と
『
六
德
』
と
の
二
篇
は
書
風
の

合
致
か
ら
同
一
の
書
寫
者
と
み
な
さ
れ
る
が
、
兩
篇
と
も
別
の
箇
所
で
は
「
乎
」
の
表

記
に
楚
簡
習
見
の
「

」
を
用
い
て
お
り
、「
傴
」（
乎
）
の
用
字
は
音
の
共
通
性
に
よ

る
通
用
と
み
ら
れ
る
。
張
光
裕
主
編
『
郭
店
楚
簡
研
究 

第
一
卷
文
字
編
』
第
三
五
八

頁
（
藝
文
印
書
館
、
一
九
九
九
年
）
參
照
。

（
18
）
湯
餘
惠
「
略
論
戰
國
文
字
形
體
研
究
中
的
幾
個
問
題
」、『
古
文
字
研
究
』
第
十
五
輯
、

第
三
七
頁
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
參
照
。

（
19
）
李
守
奎
・
曲
冰
・
孫
偉
龍
編
著
『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
一
―
五
）
文
字
編
』、

第
二
六
七
〜
二
六
八
頁
（
作
家
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）

（
20
）
郭
店
楚
簡
以
後
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
曾
姫
無

壺
銘
文
の
釋
讀
に
つ
い
て
は
、

黄
德
寛
「
曾
姫
無

壺
銘
文
新
釋
」、『
古
文
字
研
究
』
第
二
三
輯
、
第
一
〇
二
〜

一
〇
七
頁
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）
參
照
。

（
21
）
こ
の
よ
う
な
用
字
重
視
に
つ
い
て
は
、
李
零
『
郭
店
楚
簡
校
讀
記
』、
附
録
一
「
郭

店
楚
簡
研
究
中
的
兩
個
問
題
」
第
一
九
三
頁
（
前
揭
注
5
）、
裘
錫
圭
「《
戰
國
文
字
及

其
文
化
意
義
研
究
》
緒
言
」、
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
編
『
出
土
文

獻
與
古
文
字
研
究
（
第
六
輯
）
― 

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
成
立
十

周
年
紀
年
文
集
』
上
册
、
第
二
二
一
頁
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
參
照
。

ま
た
用
字
差
異
を
中
心
と
す
る
研
究
に
周
波
『
戰
國
時
代
各
系
文
字
閒
的
用
字
差
異
現

象
研
究
』（
前
揭
注
8
）
な
ど
が
あ
る
。



戰
國
竹
簡
文
字
研
究
略
説

一
九
〇

（
22
）
何
琳
儀
『
戰
國
古
文
字
典
―
戰
國
文
字
聲
系
』
上
册
、
第
五
〇
六
・
八
〇
一
頁
（
前

揭
注
2
）、李
守
奎
『
楚
文
字
編
』
第
六
二
頁
（
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、二
〇
〇
三
年
）

參
照
。

（
23
）
大
西
克
也
・
宮
本
徹
『
ア
ジ
ア
と
漢
字
文
化
』
第
一
一
三
頁
（
前
揭
注
8
）、周
波
『
戰

國
時
代
各
系
文
字
閒
的
用
字
差
異
現
象
研
究
』
第
四
七
〜
四
八
頁
（
前
揭
注
8
）
參
照
。

（
24
）裘
錫
圭「
甲
骨
文
中
的
見
與
視
」、『
甲
骨
文
發
現
一
百
周
年
學
術
研
討
會
論
文
集
』（
文

史
哲
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、『
裘
錫
圭
學
術
文
集
1
・
甲
骨
文
卷
』
第
四
四
四
〜

四
四
八
頁
（
復
旦
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
再
收
、
裘
錫
圭
「
以
郭
店
《
老
子
》

簡
爲
例
談
談
古
文
字
考
釋
」、『
郭
店
楚
簡
與
儒
學
研
究 

中
國
哲
學
第
二
一
輯
』（
遼
寧

教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、『
裘
錫
圭
學
術
文
集
2
・
竹
簡
帛
書
卷
』
第
二
七
五
〜

二
八
二
頁
（
上
揭
）
再
收
、
裘
錫
圭
「《
戰
國
文
字
及
其
文
化
意
義
研
究
》
緒
言
」、
復

旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
（
第
六
輯
）
― 

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
成
立
十
周
年
紀
年
文
集
』
上
冊
、
第
二
二
五

〜
二
二
七
頁
（
前
揭
注
21
）
參
照
。

（
25
）『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
第
一
一
四
頁
（
前
揭
注
4
）「
老
子
釋
文
注
釋
」〔
六
〕、
張
光

裕
主
編
『
郭
店
楚
簡
研
究 

第
一
卷
文
字
編
』
第
三
六
六
〜
三
六
八
頁
（
藝
文
印
書
館
、

一
九
九
九
年
）
參
照
。

（
26
）
張
光
裕
主
編 

袁
國
華
合
編
『
包
山
楚
簡
文
字
編
』
第
三
三
七
頁
（
藝
文
印
書
館
、

一
九
九
二
年
）、李
守
奎 

賈
連
翔 

馬
楠
編
著
『
包
山
楚
墓
文
字
全
編
』
第
三
五
八
頁
（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
參
照
。

（
27
）
こ
う
し
た
古
代
の
用
字
習
慣
の
解
明
は
、
古
文
字
學
の
み
な
ら
ず
傳
世
文
獻
の
本

文
校
訂
に
も
新
た
な
局
面
を
拓
い
て
い
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
陳
劍
「
據
戰
國
竹

簡
文
字
校
讀
古
書
兩
則
」、『
第
四
届
國
際
中
國
文
字
學
研
討
會
論
文
集
』、
香
港
中
文

大
學
中
國
語
言
及
文
學
系
、
二
〇
〇
三
年
、
陳
劍
『
戰
國
竹
書
論
集
』
第
四
五
四
〜

四
五
七
頁
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
再
收
參
照
。

（
28
）
以
下
の
楚
墓
出
土
竹
簡
に
お
け
る
文
書
類
と
書
籍
類
と
の
區
分
に
つ
い
て
は
、
湯

淺
邦
弘
編
著
『
槪
説 

中
國
思
想
史
』
第
二
七
〇
〜
二
八
六
頁
（
福
田
哲
之
執
筆
）「
第

十
四
章 

文
字
學　

▼
コ
ラ
ム 

戰
國
文
字
の
分
立
と
混
淆
」（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
〇
年
）
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
。

（
29
）
周
鳳
五
「
郭
店
竹
簡
的
形
式
特
徴
及
其
分
類
意
義
」、
武
漢
大
學
中
國
文
化
研
究
院

編
『
郭
店
楚
簡
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』
第
五
三
〜
六
三
頁
（
湖
北
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
）

（
30
）
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
楚
墓
出
土
簡
牘
文
字
に
お
け
る
位
相
」、『
中
國
研

究
集
刊
』
第
三
一
號
（
大
阪
大
學
中
國
學
會
、
二
〇
〇
二
年
）、
淺
野
裕
一
編
『
古
代

思
想
史
と
郭
店
楚
簡
』
第
三
五
三
〜
三
七
六
頁
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
再
收
、

馮
勝
君
『
郭
店
簡
與
上
博
簡
對
比
研
究
』
第
二
五
〇
〜
二
五
九
頁
（
綫
装
書
局
、

二
〇
〇
七
年
）
參
照
。

（
31
）
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
一
）』
第
一
〜
四
頁
、
馬
承
源
「
前

言 

戰
國
楚
竹
書
的
發
現
保
護
和
整
理
」 （
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
參
照
。

（
32
）
馮
勝
君
『
郭
店
簡
與
上
博
簡
對
比
研
究
』
第
六
三
〜
一
八
七
頁
（
前
揭
注
30
）

（
33
）
周
鳳
五
「
郭
店
竹
簡
的
形
式
特
徴
及
其
分
類
意
義
」
第
五
九
頁
（
前
揭
注
29
）、
馮

勝
君
『
郭
店
簡
與
上
博
簡
對
比
研
究
』
第
三
二
〇
〜
三
二
七
頁
（
前
揭
注
30
）

（
34
）
こ
う
し
た
第
一
人
稱
の
用
字
に
か
か
わ
る
金
文
資
料
の
類
例
と
し
て
、
書
也
缶
（

書
缶
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
現
在
、
中
國
歷
史
博
物
館
に
所
藏
さ
れ
る
傳
世
の
銅

器
で
あ
り
、銘
文
中
に
春
秋
中
期
の
晉
國
の
執
政
と
し
て
史
書
に
も
登
場
す
る「
（
欒
）

書
」
の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
春
秋
中
期
の
晉
器
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
器
形
が

春
秋
末
か
ら
戰
國
に
か
け
て
の
楚
の
形
式
と
合
致
し
、
銘
文
の
書
式
や
書
體
も
楚
と
共

通
す
る
こ
と
か
ら
、
晉
器
と
は
み
な
し
が
た
く
、
晉
を
出
奔
し
た
欒
書
の
子
孫
が
楚
地

で
作
成
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
に
濃

厚
な
楚
風
を
も
ち
な
が
ら
、
銘
文
中
の
第
一
人
稱
に
は
楚
の
「
傴
」
で
は
な
く
「
做
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
點
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
欒
氏
の
本
國
で
あ
る
晉
の
用
字
を
と

ど
め
た
も
の
で
あ
り
、
本
器
の
も
つ
複
雑
な
製
作
事
情
を
雄
辯
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
甌
燕
「
欒
書
缶
質
疑
」・
王
冠
英
「
欒
書
缶
應
稱
名
爲
欒
盈
缶
」、

『
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
一
二
期
、
劉
彬
徽
「
論
東
周
青
銅
缶
」、『
考
古
』
一
九
九
四

年
第
一
〇
期
參
照
。

（
35
）
上
博
楚
簡
の
國
別
や
用
字
差
異
を
中
心
と
し
た
研
究
に
、
蘇
建
洲
『《
上
博
楚
竹
書
》

文
字
及
相
關
問
題
研
究
』（
萬
卷
樓
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
36
）
清
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
編 

李
學
勤
主
編
『
清
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡

（
壹
）』
第
一
〜
四
頁
、「
前
言
」（
中
西
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
參
照
。

（
37
）
例
え
ば
清
華
簡
『
筮
法
』
に
も
晉
系
文
字
と
の
關
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
李
守

奎
「
清
華
簡
《
筮
法
》
文
字
與
文
本
特
點
略
説
」、『
深
圳
大
學
學
報
（
人
文
社
会
科
學

版
）』
第
三
十
一
卷
第
一
期
、
第
五
八
〜
六
二
頁
、
二
〇
一
四
年
參
照
。

（
38
）
清
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
編 

李
學
勤
主
編
『
清
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡

（
參
）』
下
册
、
第
一
五
六
頁
（
中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
）、『
良
臣
』
の
釋
文
・
注
釋

擔
當
は
沈
建
華
氏
。

（
39
）
湯
餘
惠
主
編
『
戰
國
文
字
編
』
第
二
二
五
頁
（
前
揭
注
2
）、
何
琳
儀
『
戰
國
古
文

字
典
―
戰
國
文
字
聲
系
』
第
六
〇
三
〜
六
〇
四
頁
（
前
揭
注
2
）、
大
西
克
也
・
宮
本

徹
『
ア
ジ
ア
と
漢
字
文
化
』
第
一
一
〇
〜
一
一
一
頁
（
前
揭
注
8
）
參
照
。

（
40
）
劉
剛
「
清
華
參
《
良
臣
》
爲
具
有
晉
系
文
字
風
格
的
抄
本
補
證
」（
復
旦
大
學
出
土

文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網
站
、
二
〇
一
三
年
一
月
十
七
日
）、『
中
國
文
字
學
報
』
第

五
輯
、
第
九
九
〜
一
〇
七
頁
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）
再
收
。

（
41
）
馮
勝
君
『
郭
店
簡
與
上
博
簡
對
比
研
究
』
第
二
五
〇
〜
二
五
四
頁
（
前
揭
注
30
）
參



一
九
一

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

照
。

（
42
）
こ
の
點
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
拙
稿
「
清
華
簡
『
良
臣
』・『
祝
辭
』
の
書
寫
者
―

國
別
問
題
再
考
―
」、『
中
國
研
究
集
刊
』
第
六
二
號
、
第
五
二
〜
七
三
頁
（
大
阪
大
學

中
國
學
會
、
二
〇
一
六
年
）
參
照
。

（
43
）
陳
劍
『
甲
骨
金
文
考
釋
論
集
』（
綫
装
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）、
陳
劍
『
戰
國
竹
書

論
集
』（
前
揭
注
27
）

（
44
）
李
松
儒
『
戰
國
簡
帛
字
迹
研
究
―
以
上
博
簡
爲
中
心
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）

圖
版
所
據
文
獻

﹇
圖
1
﹈
劉
彬
徽
・
劉
長
武
『
楚
系
金
文
彙
編
』
第
三
九
二
頁
（
湖
北
教
育
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
）

﹇
圖
2
﹈
故
宮
博
物
院
編
・
羅
福
頤
主
編
『
古
璽
文
編
』
五
・
五
、3411

、
一
〇
八
頁
（
文

物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）

﹇
圖
3
﹈
河
南
省
文
物
研
究
所
『
信
陽
楚
墓
』
圖
版
一
一
四
（
文
物
出
版
社
、一
九
八
六
年
）

﹇
圖
4
﹈﹇
圖
5
﹈
荆
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
第
七
・
九
頁
（
文
物
出
版
社
、

一
九
九
八
年
）

﹇
圖
6
﹈﹇
圖
7
﹈
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
一
）』
第
二
〇
六
・

 

二
〇
一
頁
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

﹇
圖
8
﹈
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
一
）』
第
一
九
八
頁
（
上
海
古
籍

出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

﹇
圖
9
﹈﹇
圖
10
﹈
清
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
編 

李
學
勤
主
編
『
清
華
大
學
藏

戰
國
竹
簡
（
參
）』
上
册
、
第
九
五
・
九
七
頁
（
中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
）

﹇
附
記
﹈
本
稿
はJSPS

科
研
費24520466

の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

（
島
根
大
學
教
育
學
部
敎
授
）




